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昨年栽培を開始したハロウインかばちや。今年は本格的
に、事業所での子どもたちの利用と、販売とを目的として
栽培してきました。昨年と同様の種を植え付けたのですが、
何故か今年は縦長のカボチャが育っています。昨年の試
作を′3、まえて行つてきたにも関わらず、思うような結果に
ならなかつたことについて、農業部担当者も首をかしずて
います。
この結果が天候や気温のあ響なのか、それとも他の要
因があるのか、現段階ではのかつていませんが、今後は更
に検討、検証を重ねて、よりよいものを作り、販売してしヽき
たいと思つています。

睡 たんの試作 |

ありんこ農業部では、今年度新たにひょうたんを試作し
ています。ひょうたんには大きさや種類がた<さんあるの
で、子どもたちが作品作りに)舌用出来るサイズ、キーホノし
ダーとして使えるサイズなどを選んで植えてきましたが、
こちらも暑さのせいか、巨大し、キーホルダーサイズはと
てもポケットには収まらないお邪魔サイズになっています。
このままでは一音前に流行つた?巨大な携帯ストラップを
ポケットからジャラジヤラはみ出して歩く図のひょうたん
版 (笑 )となりかねません。今回はキーホんダーは諦めよ
うと思います。3年初の試みでしたので、結果を検証し、来
年にいかしていきたいと思います。    _.

盗難事件

さて、せっかくこのように春から農業部が手塩にかけて
育ててきたかぼちゃとひょうたん。今年は新たな試練が。
先月頃から、色形の出来の良い、大きなかばちゃが盗難
に遭いました。施設や事業所でハロウィンのイベント用に者
えていたものが相次いで盗まれてしまい、職員も衝撃を
隠しきれません。専業ではないため、被害をどのように防
げばよいのか、まだ答えは見つかりません。そして、なんと
ひょうたんも、傷がなく、形の良いものが相当数盗まれて
しまいました。担当者が手入れに行くたびにな<なってお
り、本当にどうしたらよいかと頭を抱えています。
今後の農業部の大きな課題となりそうです。

看護師の小野志麻子さんが 9月末日で退職されました。

小野さんには、や よいのあかりの医療的ケアをお願いして 4年
余り、本当に毎日大変お世話になりました。

主婦でもあり、お母さんでもある小野さんは、職場では人生

の先輩でもあり、子どもたちはもちろん、私た

ち職員もた <さんのアドバ イスをいただ き、助
けていただ きました。
1 寂し<なりますが、これからも時々遊び にい
|らして<ださいね。ありがとうございました。

熙

1 施設見学 |
さわらび療育ネ冨祉センター

ポケット(放課後デイ )

県 の施 設 の 見 学 と い う こ

とで 、建 物 や 設 備 等 、これ ま

での施設とはまた違つた E口象

を持つたようです。

ショートステイで や よい の

あかりと共通 して利 用 して い

る子どもたちが宿泊 している

場所 も見 学させていただきま

した。やよいのあ /3つれ ショー

トステ■2参畷 したり、逆こショー
トステ イ明 けで やよい のあか

りを利 用 する子どもたちもい

ますが 、その子 たちのや よい

の あ かり利 用 前 後 の 具 体 的

なイメージができるようになっ

たとい う感 想 が 多 <ありまし
た。見 学 す ること で 、や よ い

のあかりでの観察 すべき視 点

や 留 意 点 な ど が 明 確 に な っ

たので は な い かと思 い ます。

そして なにより、ポ ケットさん

と共通で利用して いる子ども

たちの、ポ ケットさんでの過 ご

しん や様 子 につ いて、情 報 交

換 が で きたこと が、職 員 たち

にとって は特 によかったよう

で す。 今 後 t3他事 業所 と 1青
報 交 換 し、こちらで の支 援 に

)舌か して しヽ きま す。さわ らび

さん、lltしい 中 の見 学 の受 け

入 れ、本 当 にあ りが とうござ

いました。

かばちゃの販売
昨年 お矢□らせ した 通 り、今

年度か らハ ロウィンか ば ちゃ

の 販 売 を行 い ます 。今 年 は

天候不順や 台風など に力0え、

盗難 の被 害で、良 <できた も
の か らな <なつて しまい 、上
級 品 はお 届 けで きませ ん。し

かし、何とか残 つた もの の 中

から厳 選 して お 届 けします 。

価 格 は 小 さい もの が 1個 100
円から、大 きい もの で も、コイ固

800円 程 度 で 、BT年 の 大 き
いか ぼ ちゃより、/DAなり小′ぎ

りにな ります 。詳 し<は 下 言己
にお問合 せ <ださい 。
電話  Oη 72-96-2774
や よい のあか り内

農 業部  佐藤  まで

理事長のつぶやき

保育園実習を終えて

～保育士さんはすごい～

放課後等デイサ ービスの

仕事に就 <のに保育士の資
格 が 求 め られるのを、私 は

ず つと不思議に思っていた。

放課後等デイサ ービスの対

象は小学生以上、高校 3年生
まで の児童生 徒 だ 。これ に

対して、保 育 園は○歳 から6
歳の未就学児が対象である。

児童発達支援なら理解出来

るが、なんだ か 障害児童生

徒は〇歳から6歳と同じ扱い
で良いと言われているよう

で、勝手に被害妄想を膨らま

せていた。

今 回保 育 園での実習 で、

保育士と一緒 に仕事をして

みて、私 のこの勝 手 な思 い

込み は誤 りだ ったことがわ

かつた。今保育の現場では、

子どもたちの成長発達を促

す支援の計画を、保育の 5領
域プラス食育という、総合的

な観点から組み立てている

そうだ 。この 5領域というの
は、健康、環境 、言葉、表現、

人 F・5関 係 の ことで、そ れ に

食育 をプ ラスしてい るとい

うのである。

園での毎 日のいろいろな

活動 がす べてこの 5領域 の
薔察ま粥ヨ財鉄言平破ソゝフィー

ドバ ックされている。そう教

えてもらつた後、園での制作

活動や 粘土遊び、ブロック遊

び などの 様子 をみ ると、そ

れぞ れの活動の中に個々の

子どもの月齢や 能力の差に

応じて個 別 にこの 5領域 の
目標があり、それを保育士は

それぞ れ把握して丁寧 に指

導していた。この個に応じた

支援 は、全 て の子どもた ち

に共通 して なされるべきだ

と者 えさせられ、放 課 後 等

デイサ ービスに保 育士が必

要である理由に大いに含点

がいった。

保育士の真意は子どもた

ちの成長発達 (育ち )を保障

するという意味の「保育」な

のかもしれない。

我ながら、深い。
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